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（
8
）
　
関
東
下
知
状

　
信
濃
國
中
野
胎
内
五
郎
能
成
屋
敷
名
田
等
事

右
、
名
田
拾
町
井
當
所
居
住
屋
敷
所
レ
令
二
安
堵
一
也
、
所
従
善
事
、

元
令
二
警
守
一
、
可
レ
令
レ
止
二
四
郎
妨
一
之
状
、
依
レ
仰
下
知
如
レ
件

　
（
一
二
〇
四
）

　
　
建
仁
鷹
年
二
月
廿
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遠
江
守
（
花
押
）

付
レ
田
如
レ

〈
釈
文
〉

　
信
濃
国
中
野
郷
内
五
郎
能
成
屋
敷
名
田
等
の
事

右
、
名
田
拾
町
井
当
所
居
住
屋
敷
を
安
堵
せ
し
む
所
な
り
、
所
従
等
の
事
、
田

に
付
し
て
元
の
如
く
召
逐
わ
せ
し
む
べ
く
、
四
郎
の
妨
げ
を
止
め
せ
し
む
べ
き

の
状
、
仰
せ
に
依
り
て
下
知
件
の
如
し

　
　
建
仁
四
年
二
月
廿
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蟷
迷
江
守
　
（
弾
化
押
）

〈
語
釈
〉

屋
敷
　
こ
こ
で
は
土
居
・
堀
之
内
な
ど
と
同
義
で
、
荘
官
や
地
頭
な
ど
の
領
主

　
的
支
配
の
中
核
と
な
っ
た
免
糧
地
の
こ
と
。
通
例
、
周
囲
を
堀
ま
た
は
土
塁

　
を
巡
ら
し
た
方
形
の
区
画
か
ら
な
り
、
内
部
に
は
母
屋
・
納
屋
・
馬
屋
・
馬

　
場
・
鎮
守
社
な
ど
が
あ
っ
た
ほ
か
、
田
畑
・
在
家
を
含
む
こ
と
も
あ
っ
た
。

名
田
　
平
安
後
期
か
ら
中
世
を
通
じ
て
、
荘
園
や
国
衙
領
を
構
成
し
た
土
地
制

　
度
上
の
基
本
単
位
。
領
主
は
年
貢
・
公
事
を
名
田
単
位
に
賦
課
す
る
の
を
原

　
則
と
し
た
。
名
田
の
規
模
や
経
営
方
法
に
は
地
域
差
が
あ
り
、
畿
内
で
は
耕

　
地
の
集
積
か
ら
な
る
数
町
程
度
の
百
姓
名
が
一
般
的
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、

　
辺
境
で
は
在
家
や
山
林
・
原
野
な
ど
も
包
摂
す
る
数
十
町
に
も
及
ぶ
領
主
名

　
的
性
格
の
も
の
が
多
か
っ
た
。
本
文
書
の
名
田
も
十
町
か
ら
な
り
、
地
域
的

　
に
み
て
も
後
者
の
辺
境
型
の
一
例
と
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

所
従
　
下
人
・
所
従
と
併
称
さ
れ
た
、
中
世
に
お
け
る
農
奴
的
農
民
。
中
世
身

　
分
制
の
中
で
百
姓
と
共
に
被
虐
惑
者
層
を
成
し
た
が
、
百
姓
が
年
貢
・
公
事

　
を
負
担
す
る
自
由
民
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
下
人
・
所
従
は
主
人
に
隷
属

　
し
て
農
業
労
働
や
雑
役
に
従
事
し
た
。
～
般
に
相
続
・
譲
渡
の
対
象
と
な
る

　
な
ど
、
人
格
は
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
の
ち
に
は
次
第
に
解
放
さ
れ

　
る
も
の
も
現
わ
れ
た
。

四
郎
　
中
野
四
郎
。
五
郎
能
成
の
兄
ら
し
い
が
実
名
は
不
明
。
『
吾
妻
鏡
』
に

　
よ
る
と
、
建
久
六
年
（
二
九
五
）
三
月
十
日
、
頼
朝
の
東
大
寺
供
養
の
時

　
に
中
野
五
郎
と
共
に
名
を
列
ね
、
建
仁
二
年
（
一
二
〇
二
）
正
月
三
日
の
御

　
弓
場
始
に
二
番
射
手
と
し
て
所
見
し
、
さ
ら
に
建
仁
三
年
（
一
二
〇
三
）
九

蓋



121牛山：「市河文書達註釈稿

　
月
二
日
、
比
企
能
員
が
誘
殺
さ
れ
た
蒔
に
は
北
条
時
政
に
召
さ
れ
て
い
る
。

　
ち
な
み
に
、
こ
の
事
件
の
あ
と
、
四
郎
に
中
野
郷
が
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
点

　
に
も
、
能
成
と
北
条
氏
と
の
も
と
も
と
の
結
び
つ
き
が
う
か
が
え
よ
う
。

建
仁
四
年
置
二
月
二
十
日
に
元
久
と
改
元
し
て
い
る
（
『
改
元
部
類
記
』
）
。

〈
翻
刻
V

　
『
信
濃
史
料
』
第
三
巻
五
〇
五
～
六
頁
、
『
編
新
編
信
濃
史
料
叢
書
』
第
三

　
巻
五
頁
、
『
鎌
倉
遺
文
』
一
四
三
四
号

㈲
関
東
下
知
状

　
信
濃
國
中
野
郷
内
能
成
内
作
壼
町
捌
一
事

右
、
名
田
拾
町
屋
敷
者
、
先
日
被
レ
成
二
御
下
文
一
了
、
内
作
壼
町
捌
段
、
同
可
レ

令
レ
付
二
能
成
一
之
状
、
六
二
鎌
倉
殿
仰
ハ
下
知
如
レ
件

　
（
＝
…
〇
四
）

　
　
元
久
元
年
三
月
十
九
B

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遠
江
守
平
（
花
押
）

（
付
鍵
）
「
カ
，
く
、
、
。
、
禦
警
急
篇
鋤
鷺
。
、
。
、
」

〈
釈
文
〉

信
濃
国
中
野
郷
内
能
成
細
作
壱
丹
塗
段
の
事

右
、
名
田
拾
町
・
屋
敷
は
、
先
皇
御
下
文
を
成
せ
ら
れ
了
ぬ
。
内
作
並
町
捌
段
、

同
じ
く
能
成
に
付
せ
し
む
べ
き
の
状
、
鎌
倉
殿
の
仰
せ
に
よ
り
て
、
下
知
件
の

如
し

〈
語
釈
〉

内
定
　
う
ち
つ
く
り
。
手
作
と
同
義
で
、
屋
敷
の
周
囲
に
設
け
ら
れ
た
領
主
直

　
営
の
田
地
か
。
と
す
れ
ば
、
門
田
・
佃
・
正
作
・
前
田
な
ど
と
ほ
ぼ
岡
様
の

　
性
格
を
有
す
る
も
の
。

捌
　
八
。
ち
な
み
に
、
壱
（
萱
）
…
一
、
弐
1
　
　
、
参
i
三
、
騨
…
四
、
伍
一

　
五
、
陸
－
六
、
柴
（
漆
）
1
七
、
玖
－
九
、
拾
…
十

〈
翻
刻
〉

　
『
信
濃
史
料
』
第
三
巻
五
〇
六
～
七
頁
、
繍
新
編
信
濃
史
料
叢
書
』
第
三

　
巻
五
頁
。
『
鎌
倉
遺
文
貼
一
四
四
｛
号

働
　
北
条
義
時
袖
判
御
教
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
北
条
義
時
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
花
揮
）

五
月
辮
B
ね
の
と
き
に
申
さ
れ
た
る
御
ふ
み
、
け
ふ
六
月
六
日
さ
る
の
と
き
二
と

う
ら
い
、
五
月
つ
ご
も
り
の
日
、
か
ん
ハ
ら
を
せ
め
お
と
し
て
、
お
な
し
き
さ

る
の
と
き
に
、
み
や
さ
き
を
〉
い
お
と
さ
れ
た
る
よ
し
、
き
こ
し
め
し
候
ぬ
、

し
き
ふ
の
せ
う
を
あ
ひ
ま
た
す
、
さ
き
さ
ま
に
さ
や
う
に
た
〉
か
ひ
し
て
、
か

た
き
お
ひ
お
と
し
た
る
よ
し
申
さ
れ
た
る
、
返
々
し
む
へ
う
に
候
、
又
に
し
な

の
二
ら
う
む
か
ひ
た
れ
と
も
、
三
百
き
は
か
り
の
せ
い
に
て
候
な
れ
は
、
な
に

こ
と
か
は
候
へ
き
、
又
し
き
ふ
と
の
も
い
ま
は
お
ひ
つ
か
せ
給
候
ぬ
ら
ん
、
ほ

く
ろ
く
た
う
の
て
に
む
か
ひ
た
る
よ
し
き
こ
ひ
候
ハ
、
み
や
さ
き
の
さ
ゑ
も
ん

・
に
し
な
の
二
郎
・
か
さ
や
の
あ
り
い
し
さ
ゑ
も
ん
・
く
わ
さ
の
み
ん
の
と
う

さ
ゑ
も
ん
、
又
し
な
の
け
ん
し
一
人
候
と
き
〉
候
、
い
か
に
も
し
て
一
人
も
も

ら
さ
す
う
た
る
へ
く
候
也
、
山
な
と
へ
お
ひ
い
れ
ら
れ
て
候
わ
〉
、
山
ふ
み
な

と
も
せ
さ
せ
て
め
し
と
ら
る
へ
く
候
也
、
さ
や
う
に
お
ひ
お
と
す
ほ
と
な
ら
ハ
、

繭
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ゑ
中
・
か
》
・
の
と
・
ゑ
ち
せ
ん
の
も
の
な
と
も
、
し
か
し
な
が
ら
御
か
た
へ

こ
そ
ま
い
ら
む
す
る
事
な
れ
は
、
大
凡
山
の
あ
ん
な
い
を
も
し
り
て
候
ら
ん
、

た
し
か
に
や
ま
ふ
ミ
を
し
て
め
し
と
ら
る
へ
く
候
、
お
ひ
お
と
し
た
れ
は
と
て
、

う
ち
す
て
〉
な
ま
し
ひ
に
て
京
へ
い
そ
き
の
ほ
る
事
あ
る
へ
か
ら
す
、
立
ち
う

を
ぬ
き
い
て
〉
、
さ
や
う
に
行
け
ん
に
ん
を
も
す
〉
め
て
、
た
〉
か
ひ
し
て
、

か
た
き
を
〉
い
お
と
さ
れ
た
る
事
返
湿
し
む
へ
う
に
き
こ
し
め
し
候
、
し
ん
た

か
お
と
〉
の
四
ら
う
さ
ゑ
も
ん
・
六
ら
う
な
と
あ
ひ
と
も
に
、
ち
う
を
つ
く
し

た
る
よ
し
、
返
訳
し
む
へ
う
に
候
、
又
お
の
く
斎
け
ん
に
ん
に
も
、
さ
や
う

に
こ
こ
ろ
に
い
れ
て
た
》
か
ひ
を
も
し
、
山
ふ
み
を
も
し
て
か
た
き
を
も
う
ち

た
ら
ん
も
の
に
お
き
て
ハ
、
け
ん
し
ゃ
う
あ
る
へ
く
候
な
り
、
そ
の
よ
し
を
ふ

れ
ら
る
へ
く
候
也
、
あ
な
か
し
く

（
承
久
三
年
習
…
二
二
…
）

　
　
　
　
山
ハ
ロ
月
山
ハ
R
回
さ
る
の
と
き
藤
脚
原
工
事
佐
奉

　
　
　
　
　
　
　
　
（
部
）

い
ち
か
ハ
の
六
郎
刑
ア
殿
御
返
箏

〈
漢
字
仮
名
交
り
文
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
北
条
義
時
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
花
押
）

五
月
晋
日
子
劾
に
申
さ
れ
た
る
御
文
、
今
B
六
月
六
B
申
量
器
到
来
、
五
月
晦

日
、
蒲
原
を
攻
め
落
し
て
、
止
し
き
定
刻
に
、
宮
綺
を
追
い
落
さ
れ
た
る
由
、

聞
し
召
し
候
ぬ
、
式
部
丞
を
相
待
た
す
、
先
様
に
左
様
に
戦
ひ
し
て
、
敵
を
追

ひ
落
し
た
る
由
申
さ
れ
た
る
、
忽
々
神
妙
に
候
、
又
仁
科
二
郎
向
ひ
た
り
と
も
、

三
百
騎
は
か
り
の
勢
に
て
候
な
れ
は
、
何
事
か
ハ
候
へ
き
、
又
式
部
殿
も
今
は

追
ひ
っ
か
せ
給
候
ぬ
ら
ん
、
北
陸
道
の
手
に
向
ひ
た
る
定
心
こ
い
素
掘
、
宮
崎

左
衛
門
・
仁
科
二
郎
・
糟
屋
血
石
左
衛
門
・
花
山
院
藤
左
衛
門
、
又
信
濃
源
氏

一
人
候
と
聞
き
候
、
い
か
に
も
し
て
一
人
も
漏
ら
さ
す
寝
た
る
へ
く
候
也
、
山

な
と
へ
追
ひ
入
れ
ら
れ
て
候
は
〉
、
山
踏
み
を
も
せ
さ
せ
て
召
し
取
ら
る
へ
く

直
隠
、
左
様
に
底
ひ
落
と
す
程
な
ら
ハ
、
越
中
・
加
賀
・
能
登
・
越
前
の
者
な

と
も
、
し
か
し
な
が
ら
御
方
へ
こ
そ
参
ら
む
す
る
事
な
れ
は
、
大
凡
山
の
案
内

を
も
知
り
て
候
ら
ん
、
確
か
に
山
踏
ミ
を
し
て
召
し
取
ら
る
へ
く
候
、
追
ひ
落

と
し
た
れ
は
と
て
、
打
ち
捨
て
〉
な
ま
し
ひ
に
て
、
京
へ
急
ぎ
上
る
事
あ
る
へ

か
ら
す
、
又
忠
を
豪
い
て
〉
、
左
様
に
御
家
人
を
も
勧
め
て
、
戦
か
ひ
し
て
、

敵
を
追
い
落
さ
れ
た
る
事
、
面
々
神
妙
に
聞
こ
し
召
し
候
、
し
ん
た
か
弟
の
四

郎
左
衛
門
・
六
郎
な
と
相
共
に
忠
を
尽
し
た
る
由
、
下
々
神
妙
に
候
、
又
各
々

御
家
人
に
も
左
様
に
心
に
入
れ
て
戦
か
ひ
を
も
し
、
山
踏
み
を
も
し
て
敵
を
も

討
ち
た
ら
ん
者
に
お
き
て
ハ
、
勧
賞
あ
る
へ
く
候
な
り
、
そ
の
由
を
触
れ
ら
る

へ
く
候
也
、
あ
な
か
し
く

（
承
久
三
年
け
一
二
二
一
）

　
　
　
　
六
月
六
日
申
刻
藤
原
三
佐
奉
わ
る

　
　
　
　
　
（
部
）

市
河
六
郎
刑
ア
殿
御
返
事

〈
語
釈
〉

（
花
押
）
　
北
条
義
時
（
一
一
六
三
～
一
二
二
四
）
の
も
の
。
北
条
時
政
の
第
二

　
子
で
、
鎌
倉
幕
府
第
二
代
執
権
と
な
る
が
、
こ
の
書
状
は
信
濃
国
守
護
の
立

　
場
で
同
国
住
人
市
河
六
郎
刑
部
に
宛
て
た
も
の
か
。
す
な
わ
ち
、
佐
藤
進
一

　
氏
は
文
中
に
、
「
お
の
く
御
け
ん
に
も
、
さ
や
う
に
ご
〉
う
に
い
れ
て

　
た
〉
か
ひ
を
も
し
、
山
ふ
み
を
も
し
て
、
か
た
き
を
う
ち
た
ら
ん
も
の
に
お

　
き
て
は
、
け
ん
し
ゃ
う
あ
る
へ
く
候
な
り
、
そ
の
よ
し
を
触
れ
ら
る
へ
く
候

　
也
」
と
あ
っ
て
、
合
戦
の
忠
を
致
す
べ
き
旨
を
同
国
の
一
般
御
家
人
に
通
達

　
し
て
い
る
の
は
、
単
に
幕
府
の
最
高
権
力
者
で
あ
る
義
時
が
個
人
の
資
格
に

　
お
い
て
書
き
送
っ
た
書
状
で
は
な
く
し
て
、
信
濃
国
守
護
と
し
て
の
管
国
御

蕊
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家
人
指
揮
宮
た
る
権
限
に
基
づ
い
て
発
し
た
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
と
し
、
本

文
書
を
建
仁
三
年
比
企
能
員
蘇
死
の
後
を
受
け
て
、
義
時
が
守
護
の
職
に
就

い
た
こ
と
の
徴
証
と
し
て
い
る
（
『
調
鎌
倉
幕
府
守
護
制
度
の
研
究
』
八
六

頁
）
。

五
月
辮
日
　
承
久
三
年
（
一
二
二
一
）
。
同
月
十
五
日
に
は
、
後
鳥
羽
上
皇
が

　
京
都
守
護
伊
賀
光
季
を
難
し
、
五
畿
七
道
に
義
蒔
追
討
命
令
を
出
し
て
お
り
、

　
い
わ
ゆ
る
承
久
の
乱
の
幕
は
切
っ
て
落
さ
れ
て
い
た
（
『
吾
妻
鏡
』
『
承
久

　
記
』
な
ど
）
。
幕
府
軍
が
東
海
道
・
東
山
道
・
北
陸
道
の
三
道
に
分
れ
て
進

　
発
し
た
の
は
同
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
五
臼
に
か
け
て
か
ら
で
あ
る
が

　
（
『
吾
妻
鏡
熱
）
、
三
十
日
は
北
陸
道
大
将
軍
北
条
朝
時
が
越
後
府
中
に
劉
着

　
し
た
日
に
当
っ
て
い
る
（
『
承
久
記
騙
）
。

ね
の
と
き
（
差
脚
）
　
現
在
の
午
前
零
時
頃
、
ま
た
は
午
後
十
一
時
か
ら
午
前

　
一
時
の
間
の
時
刻
。

さ
る
の
と
き
（
申
刻
）
　
現
在
の
午
後
四
時
頃
、
ま
た
は
午
後
三
時
か
ら
五
時

　
の
間
の
時
刻
。

っ
こ
も
り
（
晦
）
　
月
の
最
終
日
、
み
そ
か
。

か
ん
ハ
ら
（
蒲
原
）
　
寒
原
と
も
表
記
。
『
源
平
盛
衰
記
』
巻
二
八
に
「
越
中

　
越
後
の
境
に
寒
原
と
云
難
所
あ
り
」
、
『
承
久
霊
堂
上
巻
に
「
越
中
越
後
ノ
界

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
や
し
ら
ず

　
二
蒲
原
ト
云
難
所
ア
リ
」
と
見
え
る
よ
う
に
、
親
不
知
（
現
新
潟
県
西
頸
城

　
郡
青
海
町
）
の
異
名
と
思
わ
れ
る
（
『
B
本
歴
史
地
名
大
系
1
5
新
潟
県
の
地

　
名
』
四
三
頁
）
。
新
潟
県
糸
魚
絹
市
の
長
野
渠
境
に
蒲
原
温
泉
が
あ
る
が
、

　
こ
れ
は
現
在
「
が
ま
わ
ら
」
と
訓
む
。
な
お
、
浅
香
年
木
氏
は
「
越
後
中
央

　
部
の
蒲
原
郡
」
と
す
る
が
（
『
治
承
・
寿
永
の
内
乱
論
序
説
』
三
七
四
頁
）
、

　
従
い
が
た
い
。

み
や
さ
き
（
宮
崎
）
　
越
後
と
の
国
境
に
近
い
越
中
國
の
東
端
に
位
置
す
る
。

　
現
富
山
県
下
新
川
郡
朝
日
町
宮
崎
。
こ
こ
に
宮
崎
党
の
本
拠
、
窟
荒
城
が
あ

　
つ
た
。

し
き
ふ
の
せ
う
（
式
部
丞
）
　
北
条
朝
時
（
＝
九
三
～
一
二
四
五
）
の
こ
と
。

　
朝
時
は
義
蒔
の
次
男
で
名
越
氏
の
祖
。
式
部
少
丞
・
同
大
丞
・
周
防
権
守
・

　
越
後
守
・
遠
江
守
な
ど
を
歴
任
。
将
軍
実
朝
の
勘
気
を
被
り
、
一
時
蟄
居
を

　
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
和
田
義
盛
の
乱
の
時
に
許
さ
れ
て
奮
戦
、
承
久
の
乱

　
に
際
し
て
は
、
結
城
朝
広
・
佐
々
木
信
実
と
共
に
北
陸
道
大
将
軍
と
し
て
、

　
越
後
・
越
中
を
転
戦
し
上
洛
し
た
。

し
む
へ
う
（
神
妙
）
　
殊
勝
で
あ
る
、
感
心
で
あ
る
の
意
。
現
在
は
「
し
ん
み

　
よ
う
」
だ
が
、
古
く
は
「
し
ん
ぴ
ょ
う
」
と
訓
ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
。

に
し
な
の
（
仁
科
）
二
郎
　
仁
科
鼠
取
（
一
一
九
三
－
四
五
か
）
の
こ
と
。

　
『
諸
家
系
図
纂
臨
に
よ
れ
ば
中
方
の
子
。
『
仁
科
系
図
』
で
は
盛
兼
の
子
に
つ

　
く
り
、
初
名
を
盛
朝
（
『
吾
妻
樹
齢
で
は
こ
の
名
を
用
い
る
）
と
い
っ
た
が
、

　
の
ち
改
名
し
た
と
あ
る
。
信
濃
国
安
曇
郡
仁
科
御
厨
の
在
地
領
主
。
『
承
久

　
記
恥
に
よ
る
と
、
盛
遠
が
二
子
を
従
え
て
熊
野
に
参
詣
し
た
折
に
後
鳥
羽
上

　
皇
の
知
遇
を
得
て
、
西
面
の
武
士
と
し
て
出
仕
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ

　
れ
を
伝
え
聞
い
た
北
条
義
時
は
、
関
東
御
恩
の
者
の
豊
中
奉
公
は
不
心
得
で

　
あ
る
と
し
て
所
領
ニ
ケ
所
を
没
収
し
た
。
そ
こ
で
、
盛
遠
に
泣
き
つ
か
れ
た

　
上
皇
が
返
還
を
求
め
る
院
宣
を
下
し
た
が
、
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
と
あ

　
り
、
同
書
は
こ
の
事
件
が
義
朝
追
討
令
を
出
す
に
至
っ
た
き
っ
か
け
の
一
つ

　
で
あ
る
と
す
る
説
話
的
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
乱
が
始
ま
る
と
、
窟
方
と
し

　
て
六
月
三
日
に
北
陸
道
に
派
遣
さ
れ
（
『
吾
妻
鏡
』
）
、
越
中
砥
波
山
に
陣
す

六
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る
が
、
幕
府
軍
に
破
れ
た
。
そ
の
後
の
消
息
は
不
明
だ
が
、
『
仁
科
系
図
』

　
で
は
近
江
瀬
田
で
討
死
す
る
と
あ
る
。

み
や
さ
き
の
さ
ゑ
も
ん
（
宮
崎
左
衛
門
）
　
宮
崎
左
衛
門
尉
定
範
（
生
没
年
未

詳
）
。
越
中
宮
崎
の
領
主
。
源
平
内
乱
期
に
木
曽
義
仲
に
属
し
て
活
躍
し
た

宮
崎
太
郎
の
孫
か
。
承
久
の
乱
で
は
京
方
と
し
て
糟
屋
有
久
・
仁
科
盛
遠
ら

　
と
共
に
北
陸
道
に
出
陣
。
砥
波
山
で
幕
府
軍
に
破
れ
て
消
息
を
絶
つ
。

か
さ
や
の
あ
り
い
し
さ
ゑ
も
ん
（
糟
屋
有
石
左
衛
門
）
　
　
『
吾
妻
鏡
』
同
年
六

　
月
三
隣
条
に
み
え
る
糟
屋
左
衛
門
尉
有
久
に
該
当
す
る
。
『
承
久
記
』
諸
本

　
に
「
糟
屋
有
名
左
衛
門
し
と
あ
る
の
は
誤
記
で
あ
ろ
う
。
こ
の
呼
称
に
つ
い

　
て
だ
が
、
同
土
系
図
に
よ
る
と
有
久
の
弟
、
有
長
の
幼
名
が
乙
石
丸
で
あ
っ

　
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
『
吾
妻
鏡
』
同
年
六
月
八
日
条
所
見
の
糟
屋
乙
石
左
衛

　
門
燈
が
そ
れ
に
当
た
る
こ
と
か
ら
類
推
し
て
、
幼
名
を
「
有
石
丸
」
と
言
っ

　
た
こ
と
に
因
む
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
糟
屋
氏
は
も
と
も
と
相
模
国
大
住

　
郡
糟
屋
荘
を
本
領
と
し
た
東
国
後
家
人
だ
が
、
甘
露
が
比
企
氏
事
件
の
時
に

　
は
「
能
書
智
」
と
し
て
比
企
氏
側
に
つ
い
て
討
死
し
て
お
り
（
「
糟
屋
系

　
図
」
）
、
ま
た
有
久
の
妹
が
一
条
能
保
の
子
の
高
能
に
嫁
し
て
、
京
劇
張
本
公

　
卿
の
一
人
と
な
っ
た
　
条
能
氏
を
生
ん
で
い
る
（
『
尊
卑
分
脈
』
）
と
こ
ろ
か

　
ら
、
北
条
氏
に
不
満
を
持
つ
在
京
武
士
の
主
力
に
な
っ
て
い
た
と
推
察
さ
れ

　
る
。
な
お
、
石
井
進
氏
は
、
糟
屋
兄
弟
が
特
に
北
陸
道
方
面
に
向
け
ら
れ
た

　
こ
と
に
つ
い
て
、
「
亡
父
有
季
が
か
つ
て
比
企
一
族
軍
団
の
有
力
者
で
、
藤

　
内
朝
宗
以
後
の
何
時
か
、
北
陸
道
の
あ
る
国
の
守
護
と
し
て
在
任
し
て
い
た

　
困
縁
を
貿
わ
れ
た
た
め
」
で
あ
ろ
う
と
推
灘
さ
れ
て
い
る
（
「
比
企
一
族
と

　
信
濃
、
そ
し
て
北
陸
道
」
『
信
濃
の
歴
史
と
文
化
の
研
究
口
黒
坂
周
平
先
生

　
喜
寿
記
念
論
文
集
貼
所
収
）

く
わ
さ
の
み
ん
の
と
う
さ
ゑ
も
ん
（
花
山
院
藤
左
衛
門
）
　
　
「
花
山
院
」
と
言

　
え
ぽ
、
一
般
的
に
は
藤
原
氏
北
家
道
長
流
の
家
忠
を
粗
と
す
る
家
名
が
想
起

　
さ
れ
る
が
、
武
家
の
苗
字
に
は
見
当
ら
な
い
。
た
だ
、
前
項
で
も
触
れ
た
よ

　
う
に
、
糟
屋
有
季
の
女
（
有
久
・
学
長
兄
弟
の
姉
妹
）
が
頼
朝
の
妹
婿
一
条

　
能
保
の
子
の
高
能
に
嫁
し
て
、
京
方
の
一
人
と
な
る
一
条
能
氏
を
生
ん
で
い

　
る
こ
と
が
寝
室
さ
れ
、
こ
の
一
条
氏
の
別
名
が
「
花
山
院
」
で
あ
っ
た
こ
と

　
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
五
摂
家
の
一
つ
と
は
異
な
る
こ

　
の
一
条
氏
の
家
名
の
起
こ
り
に
つ
い
て
は
、
従
来
「
京
都
一
条
」
に
居
住
し

　
て
い
た
こ
と
に
よ
る
と
さ
れ
る
の
み
で
、
邸
宅
の
位
置
に
つ
い
て
は
は
っ
き

　
り
し
て
い
な
い
が
、
「
東
京
一
条
第
」
と
も
呼
ば
れ
た
小
一
条
院
が
「
花
山

　
院
」
（
東
一
条
第
）
の
西
隣
り
に
位
置
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
こ
の
付

　
近
に
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
花
山
院
藤
左

　
衛
門
」
の
名
乗
り
は
、
有
久
・
有
長
の
甥
に
当
た
り
、
か
つ
兄
弟
が
親
し
く

　
近
侍
し
た
こ
の
重
氏
の
家
名
に
因
む
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
浅
香
年
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）
（
マ
マ
）

　
氏
も
こ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
か
、
「
か
さ
や
の
あ
わ
い
瓦
さ
ゑ
も
ん
』
『
く

　
わ
さ
の
み
ん
の
と
う
さ
ゑ
も
ん
』
の
二
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
い
ず
れ
か
が
糟

　
屋
左
衛
門
尉
有
久
と
糟
屋
乙
石
左
衛
門
尉
有
長
に
相
当
す
る
も
の
と
考
え
ら

　
れ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
前
項
で
指
摘
し
た
よ
う
に
「
か
さ
や
の
あ
り
い

　
し
さ
ゑ
も
ん
」
が
有
久
に
当
た
る
の
で
、
こ
の
人
物
は
む
し
ろ
奮
長
か
、
糟

　
屋
四
郎
左
衛
門
尉
久
季
（
『
吾
妻
鏡
』
同
年
六
月
三
日
条
に
所
見
）
に
比
定

　
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

し
な
の
け
ん
し
（
信
濃
源
氏
）
　
平
安
末
期
ま
で
に
信
濃
国
に
土
着
し
て
い
た

　
源
氏
と
し
て
は
、
木
曽
義
仲
以
外
に
佐
久
郡
の
平
賀
氏
、
水
内
郡
の
若
槻
氏
、

　
高
井
郡
の
井
上
氏
、
高
梨
氏
、
更
級
郡
の
村
上
氏
、
埴
科
郡
の
屋
代
氏
、
二

七
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摩
郡
の
参
堂
氏
、
捧
氏
、
犬
甘
雨
、
伊
那
郡
の
片
桐
氏
な
ど
が
知
ら
れ
る
。

　
こ
こ
で
い
う
信
濃
源
氏
が
誰
に
当
た
る
か
に
つ
い
て
は
、
村
上
氏
と
す
る
小

　
林
計
一
郎
氏
の
説
が
あ
る
（
「
村
上
氏
に
つ
い
て
砿
『
信
濃
中
世
史
考
』
所

　
収
）
。
幕
府
開
創
期
に
は
村
上
氏
の
こ
と
が
『
吾
妻
回
訓
に
頻
出
す
る
の
に
、

　
承
久
の
乱
前
後
頃
か
ら
鎌
倉
期
を
通
じ
て
史
料
上
に
所
冤
さ
れ
な
く
な
る
の

　
は
、
村
上
氏
が
京
方
に
属
し
た
た
め
に
没
落
し
た
の
で
は
な
い
か
と
す
る
も

　
の
だ
が
、
必
ら
ず
し
も
積
極
的
な
根
拠
に
な
り
う
る
と
は
思
わ
れ
ず
、
い
ま

　
の
と
こ
ろ
不
明
と
せ
ざ
6
を
え
な
い
。

山
ふ
み
（
山
踏
み
）
　
山
狩
り
の
こ
と
。

し
か
し
な
が
ら
　
こ
と
こ
ど
く
。

大
凡
　
お
お
よ
そ
。

な
ま
し
い
に
　
う
か
つ
に
、
か
り
そ
め
に
、
中
途
半
端
に
。

し
ん
た
・
四
ら
う
さ
ゑ
も
ん
（
四
郎
左
衛
門
）
・
六
ら
う
（
六
郎
）
　
い
ず
れ

　
も
市
河
六
郎
刑
部
の
郎
等
か
。

け
ん
し
ゃ
う
（
勧
賞
）
　
恩
賞
を
与
え
る
こ
と
。

藤
原
兼
佐
　
伝
不
詳
だ
が
、
『
吾
妻
鏡
躁
貞
搭
二
年
九
月
五
田
条
、
同
年
十
二

　
月
二
十
日
条
に
見
え
る
「
藤
内
所
兼
佐
」
と
同
一
人
物
で
あ
ろ
う
。
義
時
の

　
御
教
書
の
惑
者
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
ら
、
北
条
氏
の
被
官
と
み
ら
れ
る
。

い
ち
か
わ
の
（
市
河
）
六
郎
刑
部
　
実
名
不
詳
。
3
6
号
文
書
（
元
亨
元
年
十
月

　
廿
財
田
市
河
盛
房
自
筆
譲
状
）
に
初
見
す
る
市
河
六
郎
書
房
と
は
別
学
。
市

　
河
氏
に
つ
い
て
は
補
註
参
照
。

〈
補
註
〉

市
河
氏
の
出
自
と
所
領

本
文
書
は
『
市
河
文
書
鮎
中
に
お
け
る
、
市
河
氏
に

個
別
に
伝
来
し
た
最
古
の
文
書
で
あ
る
。
市
河
氏
は
も
と
も
と
甲
斐
国
の
出

身
。
甲
斐
源
氏
武
田
氏
の
祖
、
義
光
の
子
義
清
が
甲
斐
国
に
流
罪
と
な
り
、

そ
の
子
孫
が
市
河
荘
に
土
着
し
て
荘
官
と
し
て
成
長
し
た
ら
し
い
。
市
河
荘

は
巨
麻
・
山
梨
・
八
代
三
郡
に
散
在
し
た
大
規
模
な
荘
園
ら
し
く
、
初
見
も

安
和
二
年
（
九
六
九
）
に
さ
か
の
ぼ
り
う
る
成
立
の
古
い
も
の
だ
が
、
領
域

の
比
定
は
困
難
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
市
河
氏
が
現
地
を
一
円
的
に
領
有

し
て
い
た
の
か
ど
う
か
も
は
っ
き
り
し
な
い
ハ
以
上
、
『
角
川
日
本
地
名
大

辞
典
1
9
山
梨
県
』
）
。
市
河
氏
の
甲
斐
国
内
に
お
け
る
動
向
に
つ
い
て
も
、
治

承
四
年
（
＝
八
○
）
に
市
河
別
当
行
房
が
安
田
義
定
ら
の
甲
斐
源
氏
と
行

動
を
共
に
し
た
こ
と
や
、
寛
元
二
年
（
＝
～
四
四
）
に
市
河
掃
部
乱
入
道
晃

西
が
旧
妻
藤
原
氏
女
と
相
論
し
、
敗
れ
て
甲
斐
国
市
河
屋
敷
な
ど
の
愚
女
の

領
掌
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
な
ど
が
、
『
吾
妻
鏡
輪
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
く
ら

い
で
あ
る
。

　
肝
心
の
信
濃
国
と
の
関
係
だ
が
、
本
文
書
に
よ
っ
て
市
河
刑
部
六
郎
が
、

承
久
の
乱
当
時
に
は
信
濃
国
御
家
人
と
認
識
さ
れ
て
い
る
の
で
、
市
河
氏
が

信
濃
国
に
所
領
を
得
た
の
は
、
木
曽
義
仲
の
没
落
後
、
も
し
く
は
鎌
倉
幕
府

成
立
後
間
も
な
く
の
時
期
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
信
濃
国
に
お
け
る
所
領

で
知
ら
れ
る
の
は
、
埴
科
郡
船
山
郷
青
沼
村
（
『
吾
妻
鏡
』
寛
元
二
年
八
月

三
日
条
）
、
更
級
郡
布
施
御
厨
中
条
郷
（
遡
河
文
書
、
建
武
三
年
十
二
月
日

市
河
親
宗
着
到
状
）
、
そ
れ
と
南
北
朝
期
に
な
っ
て
安
堵
さ
れ
て
い
る
高
井

郡
上
条
牧
（
同
上
文
書
、
至
徳
二
年
二
月
十
二
日
斯
波
義
種
安
堵
状
）
で
あ

る
。
こ
の
ほ
か
、
甲
斐
国
以
外
の
他
国
の
所
領
と
し
て
、
伊
勢
国
光
吉
名

（『

瘢
ﾈ
鏡
』
寛
元
二
年
八
月
三
日
条
）
、
備
前
国
い
や
璽
根
月
成
条
（
市
河

文
書
、
元
亨
元
年
十
月
廿
四
日
市
河
盛
房
自
筆
譲
状
）
、
豊
後
国
大
分
郡
笠

ノ＼



和
郷
国
分
寺
十
町
（
内
閣
文
庫
所
蔵
弘
安
八
年
豊
後
国
図
田
帳
）

る
。
い
ず
れ
も
承
久
勲
功
賞
と
み
ら
れ
る
。

な
ど
が
あ

く
翻
刻
〉

　
『
信
濃
史
料
』
第
三
巻
五
七
四
～
五
頁
、
『
鞭
信
濃
史
料
叢
書
』
第
三
巻
五

　
～
六
頁
、
『
鎌
倉
遺
文
』
二
七
五
三
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
九
二
年
二
月
三
〇
日
　
受
理
）
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